赤外光解離分光法によるN2Oを含むクラスターカチオンの幾何構造の研究 by Matsushima, Ryoko et al.
赤外光解離分光法による 
N2Oを含むクラスターカチオンの幾何構造の研究 




























N2Oの振動：図 2の 2200 cm-1付近に 2本のバ
ンドが現れている。この 2 本のバンドは高波数
側が 2232 cm-1で n に依存せず、一方低波数側
のバンドは n = 2では 2147 cm-1、n = 7では
2195 cm-1と n が大きくなるに従って高波数側





図 1 (a) N4O2+イオンコア (b) (N2O･H2O)+イオンコア 
図 2 [(N2O)nH2O]+(n = 2–7)の IRPD スペクトル 
付近に現れる複数のバンドについては中性 N2O のν1 = 1285.0 cm-1 であることから高波数側の
1250 cm-1のバンドを溶媒 N2O分子によるものであると帰属した。n = 4の高波数側のバンドの肩
には新しいバンド(図 2中に＊で示した)が現れており、n = 5–7のこのバンドは強度が強くなり明
確に現れている。この分裂した高波数側のバンドは nの増加に伴い中性N2O のν1の振動数に近づ
いている。このことは n = 4–7ではイ
オンコアに比較的弱く結合した N2O
分子が存在することを示している。 














つまりn = 4–7では図3(b)のような構造に順次N2O分子が比較的弱く結合していくことが分かった。 
[(N2O)nCH3OH]
+クラスター：図 4に[(N2O)nCH3OH]+(n = 2–4)の IRPDスペクトル(2000–2300 
cm-1)を示す。この領域には 2230 cm-1付近に 1本のバンドが現れている。この吸収は、中性N2O 













と考えられる。 図 4  [(N2O)nCH3OH]+(n = 2-4)の
IRPD スペクトル 
図 3 [(N2O)nH2O]+クラスターの最安定構造  
(a) n = 2 (b) n = 3 (c) n = 4 
